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自転車および自動車保有台数の推移
（出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン，H28.7）

《自転車の保有台数》

自転車の保有台数は、全国的に増加傾向。

《自転車関連事故件数》
全国の交通事故件数は減少傾向にあり、その約２割を占める自転車関連事故件数も減少傾向。
（車道や歩道の改良、交通安全施設の設置など事故危険箇所の重点的な対策の進捗、自動車技術の進展、
自転車の危険行為に対する罰則強化等のため）

その一方で、自転車と歩行者の分離は進んでおらず、自転車対歩行者の事故件数は横ばいの
状況にある。

自転車対歩行者事故に関する近年の傾向
（出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン，H28.7）

１．歩行者・自転車の通行環境



《自転車関連事故の発生状況（全国）》

自転車関連事故は、交差点で多く発生している。
事故の状況としては、「出会い頭」「左折時」「右折時」の事故が多い。

類型別事故件数（自転車関連事故2007）
（出典：自転車事故発生状況の分析，金子,松本,簑島，土木技術資料51-4）

１．歩行者・自転車の通行環境
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《自転車関連事故の発生状況（京都市内）》

京都市内において、交差点内事故が約７割を占める。
「細街路の交差点」「脇道の交差点」「幹線道路の交差点」の順に多い傾向がある。

4出典：京都市新自転車計画（H27.3京都市）

１．歩行者・自転車の通行環境



5

《自転車関連事故の発生状況（脇道の交差点）》

幹線道路と細街路の交差点において、「車道左側通行（順走）」する自転車との出会い頭事故
発生率が低い。
また、「車道通行」する自転車との左折時事故発生率が低い。
事故発生状況より、自転車は「車道左側通行（順走）」が良く、車道逆走や歩道を通行する自転
車は事故発生が懸念される。

１．歩行者・自転車の通行環境

（出典：自転車事故の分析による交差点設計上の留意点の整理，蓑島,金子,本田，第28回日本道路会議資料）
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《自転車対歩行者事故の発生状況》

自転車対歩行者事故は、歩道内が最も多く、約４割を占める。
事故の内容をみると、対面通行中（自転車の前から歩行者が歩いてくる）又は背面通行中（自転車の前を歩
行者が歩いている）の事故が多い。
事故に遭った歩行者の大部分には違反が無いため、特に自転車側の通行ルール遵守が必要
と考えられる。

１．歩行者・自転車の通行環境

（出典：イタルダインフォメーション交通事故分析レポートNo112）

自転車対歩行者事故の発生場所
（平成22～26年合計）

自転車対歩行者事故の類型
（平成22～26年合計）

自転車対歩行者事故の
歩行者の違反内容
（平成22～26年合計）
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《参考：自転車事故による損害賠償の事例》

自転車による交通事故の加害者となった場合、刑事責任を負ったり、損害賠償を求められたり
する可能性がある。

（出典：日本経済新聞 2018/2/15） （出典：日本経済新聞 2014/3/12）
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２．自転車の通行ルール

道路交通法第２条により、自転車は「車両」の位置付け。
道路交通法第17条により、車道通行が原則であり、道路の左側を通行しなければならない。

自転車安全利用五則（出典：警察庁HP）



３．安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（概要）

国土交通省および警察庁では、自転車の安全で快適な利用環境を創出する取組を推進するた
め「安全で快適な自転車道利用創出ガイドライン」を作成。
「安全で快適な自転車道利用創出ガイドライン」では、自転車通行空間の整備形態や通行ルー
ルの徹底等を定めている。
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自転車専用通行帯（新町通）

車道混在

自転車道

縁石等により
自転車専用
の通行空間
を確保。

カラー舗装等
により自転車
専用の通行
空間を確保。

路面標示に
より自転車の
通行位置を
明示。自動車
への注意喚
起を図る。



４．ガイドラインに基づく自転車通行空間の整備例

自転車通行空間の整備により、自転車の利用環境が向上し、危険事象の減少など交通安全の
効果が表れている。
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（出典）

自転車道：国道１１２号における自転車道の整備について，

東北地方整備局山形河川国道事務所

自転車専用通行帯：中部地方整備局名古屋国道プレスリリース

車道混在：関東地方整備局大宮国道プレスリリース
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自転車専用通行帯
の利用率（12時間）

自転車専用通行帯
の利用率（ピーク時）
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■遵守率：自転車道（レーン）

の利用率（％）

■自転車の歩道走行率（％）

約６０ポイント増


